












































































































51計画の実効性の確保　第8章

2　順応的な計画の進行管理

　着実な計画目標の達成に向けて、指標と施策（事業）の進捗状況を、PDCA（計画・実行・評価・改善）
サイクルにより管理を行います。
　その際、評価の対象となる領域は、琵琶湖流域の生態系という極めて複雑な系であり、施策（事業）
を実施した結果とアウトカム指標との関係は、必ずしも明らかではありません。これが、本計画の取
り組みが琵琶湖保全の規範にも述べられている「世代を超える壮大な実験」たる所以でもあります。
　このため、生態系の管理手法の一つである「順応的管理」を踏まえて、状況に応じて、施策（事業）
等の内容だけでなく、目標や指標についても、必要に応じて修正を加える必要があります。
　計画の評価段階においては、目標の達成状況について、指標と施策（事業）の進捗状況から、複層
的な評価を行います。その際の多様な主体の参画の場となるのが「マザーレイクフォーラム」です。
　マザーレイクフォーラムは、「思い」と「課題」によってゆるやかにつながり、同時にマザーレイ
ク 21 計画の進行管理を行う「場」です。
　「学術フォーラム」は、現在の「琵琶湖総合保全学術委員会」を改組するもので、琵琶湖と流域の
状況を指標などを用いて整理・解析する役割を担います。
　また、専門家のみならず県民や行政などの多様な主体は、目標の達成状況を評価するとともに、地
域フォーラムや分野別のフォーラム、県域での交流・意見交換の場で計画に対する意見や提案を行う
とともに、自らが琵琶湖の総合保全にいかに貢献するかを検証し、より良い取り組みにつなげます。
　マザーレイクフォーラムの運営については、県民と専門家、行政等が協働し、試行錯誤的に模索し
ながら進めていくこととします。
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マザーレイクフォーラムのイメージ
















	00-0hyousi
	00-1hazimeni
	00-2mokuzi
	00-3syusi
	01dai1syou
	02dai2syou
	03dai3syou
	04dai4syou
	05dai5syou
	06dai6syou
	07-01dai7syou
	07-02dai7syou
	08dai8syou
	09beppyouhutaiketugi
	00-0urahyousi

